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正
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基盤にし
て

勇親

創立１５０年
学制以前に地域の人々のお金を出し

合って作られた

番組小学校

～地域に誇りをもち，夢（目標）に向かって
主体的に高め合う子の育成～



密集市街地



校区に７０以上
の路地



目標

5年 守れ正親!! ジュニア防災隊

自然災害による被害についての知識を広げ，災害時に自分たちの身のまわ
りにある防災に対する備えや，避難に関する備えを調べるとともに，地域の
防災意識を高めるために自分たちにできることを考え，「命」を守る備えにつ
いて発信することができる。

【探究課題】

防災のための安全な町づくりとその取組

知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 学びに向かう力，人間性等

町の防災のために努力している

人々とその取組に携わる地域の

人々がいることを理解する。多

面的・多角的に考える良さを知

る。

消防団の方の話や地域の防災の

取組などから情報を集めたり，

関連付けて整理したりすること

によって，防災の大切さを考え，

自分たちにできることについて

考えることができる。

地域の一員として，防災につい

ての意識を高め，地域の人と協

働して行動，実践していこうと

する。



単元を構成する上で重要ポイント

• 地域の人をはじめ消防・役所など多くの人と出
会い，「防災」について共に考えることで，人と
のつながりができるとともに，学校や自分たち
が地域の中心的な存在になる自覚を持つ。

• 子どもたちが地域のために何かをしなければ
と考える切実感を持たせ，社会参画することで
，自己有用感が高まるようにする。

• 地域のことを調べることで，地域に愛着を感じ
る。

• 活動を教師側から押し付けるのではなく，児童
自身が自然に実践したくなるように組み立てる
。



ステージ1 発見課題 災害・防災ってなんだろう

区役所の防災課の方に話を聞こう



ステージ1 発見課題 災害・防災ってなんだろう

消防分団の人に話を聞こう

こんなにいろいろな
道具が準備されて

いたんだ。

いざとなったら守っ
てくれるのだな。

君たちだって消火器
やＡＥＤくらい使える
よ。ぜひ使えるよう
になってほしいな。

（共助）



ステージ1 発見課題 災害・防災ってなんだろう

消防署の人にAEDや消火器の使い方を教えてもらおう

（自助） （公助）



ステージ2 追究課題 防災の方法を考えよう

通学路は安全だろうか



ステージ2 追究課題 防災の方法を考えよう

市役所「町づくり課」の人に災害に強い町ってどんなのかの話を聞く



ステージ2 追究課題 防災の方法を考えよう

災害に強い家ってどんなのだろう



ステージ2 追究課題 防災の方法を考えよう

地域の様子を調べよう



ステージ2 追究課題 防災の方法を考えよう

地域の様子を調べよう



ステージ2 追究課題 防災の方法を考えよう

見つけたことをマップに張り出して整理しよう



ステージ2 追究課題 防災の方法を考えよう

台風でつぶれたかまどを作り直そう



ステージ2 追究課題 防災の方法を考えよう

台風でつぶれたかまどを作り直そう



ステージ2 追究課題 防災の方法を考えよう

台風でつぶれたかまどを作り直そう



ステージ3 提案課題 「もしも大きな地震が起こったら…」を
提案しよう

もしも，大地震が起こったらどうすればいいのだろう

社会福祉協議会のみなさんと ゲームを通して考えよう



ステージ3 提案課題 「守ろう正親 僕らの手で」を提案しよう

もしも，大地震が起こったらどうすればいいのだろう

災害弱者について知ろう



ステージ3 提案課題 「守ろう正親 僕らの手で」を提案しよう

もしも，大地震が起こったらどうすればいいのだろう

想定して考えよう



ステージ3 提案課題 「守ろう正親 僕らの手で」を提案しよう

もしも，大地震が起こったらどうすればいいのだろう

想定して考えよう



ステージ3 提案課題 「守ろう正親 僕らの手で」を提案しよう
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ステージ3 提案課題 「守ろう正親 僕らの手で」を提案しよう

もしも，大地震が起こったらどうすればいいのだろう

一人で グループで みんなで



ステージ3 提案課題 「守ろう正親 僕らの手で」を提案しよう

もしも，大地震が起こったらどうすればいいのだろう

クラスで 専門家に



ステージ3 提案課題 「守ろう正親 僕らの手で」を提案しよう

もしも，大地震が起こったらどうすればいいのだろう

１５０周年 記念冊子に載せて 地域の人に伝えよう



ステージ3 提案課題 「守ろう正親 僕らの手で」を提案しよう

もしも，大地震が起こったらどうすればいいのだろう

１５０周年 記念冊子に載せて 地域の人に伝えよう



低学年・地域の人にも伝えよう

防災迷路

防災フェスタ

休み時間避難訓練

防災かるた・クイズ

ステージ4 熟成課題 みんなの命を守るため自分たちにでき
ることを考え，実践しよう

高齢者体験

すごろく

防災かまどで炊き出しして
ふるまう



ステージ4 熟成課題 自分たちでできることを考え，実践しよう

休み時間避難訓練を計画しよう



ステージ4 熟成課題 みんなの命を守るため
自分たちにできることを考え，実践しよう

ミッションＸ 「正親 子ども防災マスターに挑戦」
～路地を巡って謎解きだ～

１.参加者… 全学年希望者・保護者・地域の人・未就学者も可

全校児童・地域全体に伝えよう

２.内容 ハンターに見つからないようにしてグループで路地を回
り，指令や防災のためのクイズ・暗号などを解く

３.ねらい ○路地に名前がついていることや，その路地が袋小路か
抜け路地かが路地の銘板を見ればわかることを知る。

○クイズや暗号を解くことで，楽しんで防災に取り組み防
災意識が高まる。

○路地の良さや危険性，そして改善しているところを知る
○大地震があった時，近所の高齢者に「大丈夫？」と声
をかけることができる





ステージ4 熟成課題 みんなの命を守るため
自分たちにできることを考え，実践しよう

４.方法 異学年1グループ３～４人に分かれ，グループで
地図を頼りに路地を歩き，そこにおいてある指令・
クイズ・暗号などを解きながら，回答していく。途中，
ハンターがいるので，見つからないように 隠れて移動
する。

５.ルール ・全員ゼッケンをつける。
・魂カードは一人２枚もらう。
・チームのすべての魂カードがなくなれば 途中でも学
校に戻り，体育館でＡＥＤを使って人を救うと，魂カー
ドをもらえるので，再度参加できる。
・走ってはいけない。走ったのをハンターに見つかった
場合は，魂カードを全員一枚ずつ没収。
・ハンターは隠れたり，じっと待ち伏せしたりしない。

全校児童・地域全体に伝えよう

魂







ステージ4 熟成課題 みんなの命を守るため
自分たちにできることを考え，実践しよう

ミッションＸ 「正親 子ども防災マスターに挑戦」
～路地を巡って謎解きだ～

○参加者…児童６５名（全校１７０名）
保護者（ハンター１０名 安全見守り２０名）
地域役員等 １０名
・区長をはじめ区役所・市役所１０名計１１５名

全校児童・地域全体に伝えよう





成果
アンケートより（保護者）

• 近所なのに知らない路地があったり，防災の
工夫がされていることを知ったりできた。

• 路地の看板に意味があるのを初めて知った

• 子どもと共に学ぶことができた

• 勉強と遊びが両立できた。



守れ正親!!
ジュニア防災隊
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